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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成27年11月12日(2015.11.12)

【公表番号】特表2013-503735(P2013-503735A)
【公表日】平成25年2月4日(2013.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-006
【出願番号】特願2012-527356(P2012-527356)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  46/52     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  35/02     (2006.01)
   Ｆ０２Ｍ  35/024    (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  29/07     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   46/52     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｄ   35/02     　　　Ｅ
   Ｆ０２Ｍ   35/024    ５１１Ｅ
   Ｂ０１Ｄ   29/06     ５１０Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年9月18日(2015.9.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、特に自動車の内燃機関における、特にガス、流入空気、燃料、尿素溶液また
はモータオイルなどの流体、又は周辺空気を自動車または建物に導入するための換気シス
テムにおける流体濾過用フィルタに関し、ローサイドおよびクリーンサイドを含むジグザ
グ状に折り畳まれたフィルタ媒体を有するフィルタエレメントを備え、フィルタ媒体のロ
ーサイドおよび／またはクリーンサイドでは、複数の細長い接着部が、少なくとも２本の
接着剤のラインに沿って配置され、接着部は、少なくともその一部が折り端に対して垂直
または斜めに延伸するとともに、接着剤のラインの各々には、少なくとも１つの接着部と
、少なくとも１つの接着剤の切れ目とが配置されている。接着剤のラインは、この点にお
いて、特にフィルタエレメントの安定化および／または折り目の安定化に貢献する。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　一実施形態では、折り山は、くさび状または截頭クサビ状（truncated wedge）をした
折り山を有している。これは、截頭クサビ状の折り山の場合、折り端の真ん中に、折り山
によって形成される平面に対して略平行をなす平坦部を有していることを意味する。その
平坦部の一方側には、それに隣接して、折り山の狭い移行領域が、平坦部に対して４５（
＋３５／－３０）°、好ましくは４５°～８０°の角度をなして配置されている。平坦部
の幅は、折り長さに対してせいぜい１／４、好ましくは１／５、特に好ましくは１／６で
ある。
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【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車の内燃機関におけるガス、流入空気、燃料、尿素溶液またはモータオイルなどの
流体、又は周辺空気を、自動車又は建物に導入するための換気システムにおける流体濾過
用フィルタにおいて、
　ローサイド（１０５）およびクリーンサイド（１０４）を含むジグザグ状に折り畳まれ
たフィルタ媒体（１４；１０６）を有するフィルタエレメント（１）を備え、
　前記フィルタ媒体（１４；１０６）のローサイド（１０５）および／またはクリーンサ
イド（１０４）では、複数の細長い接着部（１２２）が、少なくとも２本の接着剤のライ
ン（１０１）に沿って配置され、前記接着部（１２２）は、少なくともその一部が折り端
（Ｆ）に対して垂直または斜めに延伸するとともに、接着剤のライン（１０１）の各々に
は、少なくとも１つの接着部（１２２）と、少なくとも１つの接着剤の切れ目（１０７）
とが配置されており、
　隣接する折り端（Ｆ）の間を延伸する濾過部（１２０）における接着剤の切れ目（１０
７）において、折り端（Ｆ）に対して連続して平行に延伸する通路（１２６）が形成され
ないように、折り端（Ｆ）方向に視認した場合に、前記接着剤の切れ目（１０７）が、他
の接着剤のライン（１０１）における接着剤の切れ目（１０７）に対して互いにずらされ
ていることを特徴とする流体濾過用フィルタ。
【請求項２】
　通路（１２６）がジグザグ形状に延伸していることを特徴とする請求項１に記載のフィ
ルタ。
【請求項３】
　接着剤のラインが、互いに平行で、且つ、折り端（Ｆ）に対して垂直に延伸する真直ぐ
な接着剤のライン（１０１）であることを特徴とする請求項１または２に記載のフィルタ
。
【請求項４】
　前記接着剤のライン（１０１）が等間隔に配置されていることを特徴とする請求項３に
記載のフィルタ。
【請求項５】
　隣接する接着剤のライン（１０１）の隙間（１３２ａ、１３２ｂ、１３２ｃ、１３２ｄ
）が、折り端（Ｆ）方向に視認した場合に、フィルタエレメント（１）の一端面（１３６
ａ）から他端面（１３６ｂ）に向かって大きくまたは小さくなっていることを特徴とする
請求項３に記載のフィルタ。
【請求項６】
　隣接する接着剤のライン（１０１）の隙間（１３２ｅ、１３２ｆ、１３２ｇ）が、フィ
ルタ媒体（１４；１０６）の折れ端（Ｆ）方向における中心にて折れ端（Ｆ）に対して垂
直に延伸する鏡面（１３８）から外側に向かって大きくなっていることを特徴とする請求
項３に記載のフィルタ。
【請求項７】
　ローサイド（１０５）およびクリーンサイド（１０４）において、
　ローサイド（１０５）の少なくとも１つの接着部（１２２）が、クリーンサイド（１０
４）の少なくとも１つの接着剤の切れ目（１０７）の両側面を過ぎて張り出すとともに、
該接着剤の切れ目（１０７）と隣接するクリーンサイド（１０４）の接着部（１２２）の
端面と重なっているか、および／または
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　クリーンサイド（１０４）の少なくとも１つの接着部（１２２）が、ローサイド（１０
５）の少なくとも１つの接着剤の切れ目（１０７）の両側面を過ぎて張り出すとともに、
該接着剤の切れ目（１０７）と隣接するローサイド（１０５）の接着部（１２２）の端面
と重なっていることを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載のフィルタ。
【請求項８】
　フィルタ媒体（１４；１０６）がジグザグ状に折り畳まれた時に、フィルタ媒体（１４
；１０６）の表面側には配向されていない接着部（１２２）の反対面が、隣接する折り端
（Ｆ）の間に形成される折り隙間（１４８ａ、１４８ｂ）において対向して配置された接
着部（１２２）の反対面上、または、折り隙間（１４８ａ、１４８ｂ）において対向して
配置された濾過部（１２０）の表面上に位置するように、接着部（１２２）の高さ（１４
４）が、フィルタ媒体（１４；１０６）に対して、接着剤のライン（１０１）に沿って変
化することを特徴とする請求項１～７のいずれかに記載のフィルタ。
【請求項９】
　ローサイドの折り山（１０２ａ）から隣接するローサイドの折り谷（１０３ａ）にかけ
て両サイドに延伸する濾過部（１２０）が、ローサイドの折り山（１０２ａ）から視認し
た場合に、ローサイド（１０５）の方に第１屈曲部（５５２）を有し、クリーンサイド（
１０４）の方に第２屈曲部（５５４）を有することを特徴とする請求項１から８のいずれ
かに記載のフィルタ。
【請求項１０】
　ローサイド（１０５）では、ローサイドの折り山（１０２ａ）とローサイドの折り谷（
１０３ａ）の間において、フィルタ媒体（１４；１０６）の折り端（Ｆ）に対して垂直に
延伸する複数の細長い凹部（６５６）がフィルタ媒体（１４；１０６）に形成され、
　クリーンサイド（１０４）では、ローサイドにおける隣接する折り端（Ｆ）の間に形成
される折り隙間（１４８ａ）において、折り隙間（１４８ａ）を画定する２つの濾過部（
１２０）上の２つの凹部（６５６）が、互いに直接対向するように配置されて、部分的に
流路（６６０）を形成するように、対応する凸部（６５８）が形成されることを特徴とす
る請求項１から９のいずれかに記載のフィルタ。
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